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上記以外の試験、

平常点評価
５回の小テストと、授業終了時に提出する感想、授業への取り組みの様子によって、理解度を判断する。

教科書 『岐阜聖徳学園大学宗教学ノート』、蜷川祥美・河智義邦著、丸善雄松堂、ＩＳＢＮ978-4-8419-4002-2

参考資料 適宜、プリント等を配布する。

レポート

定期試験

事前学修 2時間／回 （第１回）シラバスを読むこと。（第２回～第１５回）テキストを読むこと。

事後学修 2時間／回 テキストを読み直し、「授業のポイント」を解答しておくこと。

成績評価方法 割合 評価基準等

定期試験 小テストの内容と論述問題を出題し、理解度を判断する。

Ⅰ宗教の意義（特に民族宗教であるバラモン教、道教、儒教、ユダヤ教、世界宗教である仏教、キリスト教、イスラム教など諸宗教の分類と特
徴について理解する。）

現代人と浄土真宗（ビデオ「生きる力を求めて」を視聴し、現代人の信仰の諸相を理解する。）

釈尊の生涯①（さとりを得るまでの釈尊の生涯を学び、苦を乗りこえるという仏教の目的を理解する。）

☆討論「人間は一人で生きていけるのか？」（全員参加で討論を行い、今後の授業の理解を深める。）

釈尊の生涯②（さとりを得て説法を開始した釈尊の生涯を学び、命のつながりを認識することの重要性を理解する。）

釈尊の生涯③（晩年から入滅までの釈尊の生涯を学び、仏教徒の生き方を理解する。）

釈尊の生涯のまとめ（ビデオ「お釈迦さま」「ウパーリの出家」を視聴し、釈尊の生涯とカースト制の否定を理解する。）

仏教の中心思想（仏教の中心思想である縁起、四法印を理解する。）

仏教の中心思想（仏教の中心思想である四諦八正道、十二縁起を理解する。）

仏教の伝播（釈尊入滅後の仏教教団、大乗仏教の興起とその特色、大乗仏教の伝播、中国への伝播を理解する。）

Ⅲ日本仏教の歴史と思想－日本への仏教の伝播（日本への仏教の伝播、聖徳太子の仏教信仰を理解する。）

律令期～鎌倉期の仏教（奈良～鎌倉期の仏教思想の特徴を理解する。）

親鸞聖人の生涯と思想と室町期以降の仏教教団の展開（親鸞聖人の生涯と思想、及び室町期以降の仏教教団の展開を理解する。）

科目名 宗教学

5700111

短期大学部幼児教育学科第一部

Ⅱ仏教の歴史と思想－仏教以前のインド思想（カースト制の否定など、仏教以前のインド思想と仏教思想の相違点を理解する。）

蜷川 祥美

期待される学修成果 基礎教養　態度 J11COM101

到達目標及びテーマ 宗教について概観した上で、本学の建学の精神である仏教精神についての理解を深めることを目標とする。

担当教員

授業の概略

本講義は、諸宗教を概観した上で、特に仏教精神を学ぶ。仏教精神は、インドのカースト制を否定するなど、生命の平等性を示すものであり、
「縁起」、「諸行無常」などの思想によって、生命のつながりとはかなさを知らせ、その尊厳性を示すものである。また、聖徳太子の仏教信仰は、あ
らゆる生命の平等性に目覚め、他者に寛容な心を持ち、他者の救済を目指すことを志向するものであり、同じく親鸞聖人の仏教思想も、あらゆる
生命を救う阿弥陀仏の心に気づいて、自らを律し、浄土往生、即ち生死を超えた理想の心の実現を目指すものである。これらを学ぶことは、人類
共通の「生命とは何か」といった命題の答えを探ることにもなるだろう。

授業計画

本学の建学の精神について（諸宗教と本学の建学の精神について学ぶ本講義のねらいを理解する。）



（この様式はシラバスとセットにしてホームページに掲載します） 

岐阜聖徳学園大学短期大学部「宗教学」科目の受講を希望する学生にシラバスに記載されていない情報

を提供します。 

科目名 宗教学 

時間割 毎週火曜日 1 時限目  9 時 00 分開始 10 時 30 分終了 

初回の授業日 ４月１０日（火） 

講義室 岐阜聖徳学園大学短期大学部 岐阜キャンパス 2 号館 245 室 

注意事項 ・この講義は対面授業となります。 

・初回以降の授業のお知らせは学内の掲示板で行います。 

授業についての 

問合せ 

岐阜聖徳学園大学短期大学部 岐阜教務課 

Tel: 058-278-0731 

 

 

 

 

 

 

 

地 図 

 

交通アクセス  名鉄岐阜駅前（1番のりば）発→JR岐阜駅（6番のりば）経由→ 岐阜キャンパス（最寄停留所：六条大溝町） 

 名鉄岐阜駅前（2番のりば）発→JR岐阜駅（4番のりば）経由→ 岐阜キャンパス（最寄停留所：東鶉または

岐阜保健短大前） 

 

 


